
 

 

 

 

 

2016年 1月 15日 

報道機関各位 

平成 27年度 農林水産分野の生物多様性連携シンポジウム 

「自然資本でつなげる・つながる～生物多様性保全

の経済的連携に向けて～」開催のお知らせ 

 

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループの総合シンクタンクである三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社

（本社：東京都港区 社長：藤井 秀延）は、農林水産省や京都大学とともに、2月19日(金)に農林水産省本館7

階講堂において、平成 27年度農林水産分野の生物多様性連携シンポジウム「自然資本でつなげる・つながる

～生物多様性保全の経済的連携に向けて～」を開催しますので、お知らせいたします。 

 

１．開催目的 

本シンポジウムでは、「自然資本の価値評価の手法開発や企業と地域が連携することによる経済効果を分析

することで農山漁村地域の生物多様性保全活動を促進するための政策のあり方を示す」ことをテーマとした、

平成 27年度農林水産政策研究所委託研究の成果をご紹介します。 

また、生物多様性保全を付加価値とした取組を展開している農林漁業者やそれらを支援する企業などの活動

を紹介･分析することで、両者の連携を生み出す「つなげる・つながる」機会になることを目的としています。 

 

2．開催概要 

【テーマ】 自然資本でつなげる・つながる ～生物多様性保全の経済的連携に向けて～ 

 

日 時 2016年 2月 19日（金） 14時 00分～17時 00分  （13時 30分開場） 

会 場 農林水産省 本館 7階 講堂 （東京都千代田区霞が関 1-2-1） 

対 象 

本シンポジウムは、生物多様性保全に関心のある企業、団体、農林漁業者、地方自治

体等を対象としておりますが、プログラムに御興味のある方であればどなたでもご参加

いただくことができます。 

また、当日の模様について、どなたでもカメラ撮影することができます。 

参 加 費 無 料 （事前申込、定員 200名程度、先着順、申し込み〆切 2月 18日（木） 12時） 



 

 

 

 

 

プログラム 

（予定） 

 

13 時 30 分～開場 

14 時 00 分～14 時 05 分 

開催挨拶・主旨説明 

14 時 05 分～14 時 50 分 

研究報告「農山村地域における生物多様性保全活動の価値評価および企業や NPO

等との連携による経済効果の分析手法開発に関する研究」 

栗山浩一 京都大学農学研究科教授  

14 時 50 分～15 時 00 分    休憩 

15 時 00 分～17 時 00 分 

企画セッション「生物多様性保全活動の価値評価と経済評価をいかに共有するか」 

【コーディネーター】川廷昌弘（株式会社博報堂 CSR グループ推進担当部長） 

1. ディスカッション：「生物多様性保全活動・支援活動の取組評価のポイント」 

2. 生物多様性に配慮した生産活動、企業活動等の進展に向けた取組事例紹介 

（交流、分析調査） 

企画セッションでは、地域の取組者とそれを支援する企業等の連携の進展に向けて、

有効な取組の内容、進め方等に実践的な手法開発のための分析データを収集するた

め、具体的な地域や企業の取組を紹介した上で、参加者の方々に取組を分析して頂

くことを予定しています。 

17 時 00 分閉会挨拶 

17 時 30 分閉場 

主 催 農林水産省、京都大学、三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 

協 力 環境省 

 

【お申し込み方法】 

以下の webサイトのお申し込み専用ページよりお申し込みください。 

 

 

以上 

お申し込み URL：http://www.murc.jp/sp/1601/NC2015/form.html 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 

政策研究事業本部（東京） 環境・エネルギー部   森口、薗（その）、土方、深野 

〒105-8501 東京都港区虎ノ門 5-11-2  

TEL 03-6733-1023   

http://www.murc.jp/sp/1601/NC2015/form.html

